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1. 教育プログラム「物質工学」について 

  本教育プログラムでは，基礎的及び専門的な知識・技術を修得，活用して豊かな創造力を培い，

問題解決能力や実践行動力に優れた技術者の育成を目指します。 

  本教育プログラムの基盤である物質工学科は，本校設立時には工業化学科としてスタートし，多

くの優秀な卒業生を，高知県内外の企業や公共機関へ送り出し，工科系高等教育機関として高い評

価を受けています。この間，数次にわたる教育課程の改訂や施設設備の整備充実を通して，学生や

企業等の社会の要望に応えるべく，積極的に教育改善を行ってきました。平成 7 年度には，工業化

学科を物質工学科に改組し，「材料化学コース」と「生物・生産工学コース」を設けました。平成

12 年度の専攻科・物質工学専攻の設置により，本科（物質工学科）と併せた本教育プログラムの

基礎ができました。本教育プログラムは，実践的技術者育成を行う高等専門学校の特色を生かしな

がら，効率的なカリキュラムを設定して，広く国際化にも対応できる素養を持つ人材を育成するよ

うに体系付けられています。 

高知高専・本科は５年間一貫教育のもとに実践的技術者教育を行っています。専攻科は，この上

に創造力，研究開発能力を備えた技術者の育成を目指しており，本科・専攻科を合わせた７年一貫

教育プログラムの最終段階となっています。この７年一貫教育プログラムの後期４年課程を，日本

技術者教育認定機構（JABEE：Japan accreditation board for engineering education）対応の教育プログ

ラム「物質工学」として，平成 15 年度に認定され、平成 17 年度には中間審査，平成 20 年度には

継続審査，平成 23 年度には中間審査，平成 26 年度には継続審査を受審し，本年度（平成 29 年度）

は中間審査を受審する予定になっています。 

JABEE に関する詳細は，「2. 日本技術者教育認定機構(JABEE)について」を参照して下さい。 

 

 

 機 械 工 学 科 

機械・電気工学専攻             

 電 気 情 報 工 学 科 

               

 物 質 工 学 科 物質工学専攻 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 １年 ２年 

 環境都市デザイン工学科  建設工学専攻 

            

  本科 ５年間         専攻科 ２年間 

    

                       物質工学教育プログラム 

 

図１ 高知工業高等専門学校における物質工学教育プログラムの位置付け 
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1.1 育成しようとする技術者像 

JABEE 認定教育プログラム「物質工学」において，物質工学科と物質工学専攻の 7 年一貫教育で

育成しようとする技術者像は，次の５項目を備えた技術者です。 

(1) 充実した基礎学力を有し，時代の変遷や異分野の問題に柔軟に対応できる広い視野と応用力を身

につけた技術者 

(2) 社会の問題を理解し，自ら課題を設定し解決するための方法を創造・表現することのできるデザ

イン能力を備えた技術者 

(3) 自立心をもち，自ら判断し積極的に行動できる実践力とマネージメント能力を有する技術者 

(4) 協調性をもって取り組むことができ，国際的適応力，チーム力，指導力をもった技術者 

(5) 人間と自然環境との調和を理解し，社会的責任や倫理的判断力をもった技術者 

 

1.2 学習・教育到達目標 

JABEE 認定教育プログラム「物質工学」では，次の３分類６項目の学習・教育到達目標をもとに

技術者教育を行います。これらの学習・教育到達目標は，高知高専の教育方針，物質工学科の教育方

針，専攻科並びに物質工学専攻の教育方針をもとに設定されたものです。本校の創設以来の校是であ

る「風格の高い人間・技術者の養成」を目標の第１に掲げ，高専の特色である早期一貫教育，実践的

技術者教育という方針のもとにエンジニアとしての基礎能力の修得を本科の主目標とし，それらを社

会のニーズに対応して応用・展開する能力や国際化に対応し得る能力の修得を専攻科の主目標として

掲げています。 

 

１．基本的人格と社会的責任（技術者倫理） 

(A) 人間生活と自然環境との調和の重要性を理解し，社会に対して責任を持つことのできる風格高

い人間・技術者 

 

２．基礎的技術の修得と活用（技術者知識） 

(B) 早期一貫教育による数学，自然科学，情報技術や化学及び生物に関する専門基礎知識 

(C) 実験・実習を重視した実践的技術 

(D) 地域貢献や発展を目指した，新素材・バイオ・環境保全などに関する専門応用知識 

(E) 世界に飛躍するために必要な基礎的語学力やコミュニケーション能力 

 

３．豊かな創造力と行動力（技術者能力） 

(F) 豊かな創造力を持ち技術的諸問題を主体的に解決する能力と，技術者として地域社会へ積極的

に貢献する行動力 
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教育プログラム「物質工学」の「（A）～(F)で示される学習・教育到達目標」と「(a)～(i)で示され

る JABEE で定める基準１の(2)の知識・能力」との対応関係を表 1 に示します。 

 

表 1 学習・教育到達目標と基準１の(2)の(a)～(i)との対応 

   基準 1 の(2)の知

識・能力 (a) (b) (c) 
(d) 

(e) (f) (g) (h) (i) 

学習･教育目標 (1) (2) (3) (4) 

(A) ◎ ◎           

(B)   ◎ ◎ ◎ ◎       

(C)      ◎ ○     ◎

(D) ○ ○    ◎       

(E)         ◎    

(F) ○ ○     ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

各学習・教育目標 〔(A)，(B)，(C)…〕が基準 1 の(2) の知識・能力 〔(a)～(i)〕を主体的に含んで

いる場合には ◎印を，付随的に含んでいる場合には○印を記入しています。 

参考）JABEE 基準 1の(2)：これは，技術者が化学及び関連のエンジニアリング分野の修得すべき知識・

能力を示したものです。 

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解 

(c) 数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力 

(d) 当該分野において必要とされる専門知識とそれらを応用する能力 

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力 

(f) 論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力 

(g) 自主的，継続的に学習する能力 

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力 

(i) チームで仕事をするための能力 

上記の（ｄ）は具体的には以下の(1)～(4)に要約されます。 

(1) 工業（応用）数学，情報処理技術を含む工学基礎に関する知識，およびそれらを問題解決に利用できる

能力 

(2) 物質・エネルギー収支を含む化学工学量論，物理・化学平衡を含む熱力学，熱・物質・運動量の移動現

象論などに関する専門基礎知識，およびそれらを問題解決に利用できる能力 

(3) 有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分子化学，材料化学，電気化学，光化学，界面化学，薬

化学，生化学，環境化学，エネルギー化学，分離工学，反応工学，プロセスシステム工学など化学に関す

る分野の内の４分野以上に関する専門基礎知識，実験技術，およびそれらを問題解決に利用できる能力 

(4) 上記(3)の分野の１分野以上に関する専門知識，およびそれらを経済性・安全性・信頼性・社会および環

境への影響を考慮しながら問題解決に利用できる応用能力，デザイン能力，マネージメント能力 

 

(d)の 
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１．基本的人格と社会的責任（技術者倫理） 

 

 

 

 

次の①～③を遂行することによって，下記の(a)と(b)を身につけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遂行する事柄 

 

① 地球環境との関わりの中で科学技術のあり方を理解できる 

② 法律，経済，価値観，文化等幅広い教養基礎知識を理解し，相互理解を深めること

ができる 

③ 技術者の社会的責任を数多くの問題事例，疑似体験等を通じて風格高い人間・技術

者像を理解できる 

(A) 人間生活と自然環境との調和の重要性を理解し，社会に対して責任

を持つことのできる風格高い人間・技術者 

 

身に付く知識・能力 

    

 (a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 

 

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，および技術者が社会に対して負っている

責任に関する理解（技術者倫理） 
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２．基礎的技術の修得と活用（技術者知識） 

 

 

 

 

次の①～④を遂行することによって，下記の(c)と(d)を身につけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B) 早期一貫教育による数学，自然科学，情報技術や化学及び生物に関

する専門基礎知識 

遂行する事柄 

 

① ７年一貫教育として低学年から継続的な数学，物理，情報技術の基礎と応用を

理解できる 

② 応用数学，情報処理技術などを含む工学基礎を理解できる 

③ 単位，化学量論，移動現象などの化学工学の基礎を理解できる 

④ 化学及び生物に関する基礎的な知識を理解できる 

 

身に付く知識・能力 

(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力 

 

(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 

    (d) の知識と能力のうち，ここでは次の(1)～(3) を身につけることができます。 

 

(1) 工業（応用）数学，情報処理技術を含む工学基礎に関する知識，

およびそれらを問題解決に利用できる能力 

(2) 物質・エネルギー収支を含む化学工学量論，物理・化学平衡を含

む熱力学，熱・物質・運動量の移動現象論などに関する専門基礎

知識，およびそれらを問題解決に利用できる能力 

(3) 有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分子化学，材料化

学，電気化学，光化学，界面化学，薬化学，生化学，環境化学，

エネルギー化学，分離工学，反応工学，プロセスシステム工学な

ど化学に関する分野の内の４分野以上に関する専門基礎知識，実

験技術，およびそれらを問題解決に利用できる能力 
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次の①と②を遂行することによって，下記の(d)と(i)を身につけることができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

(C) 実験・実習を重視した実践的技術 

遂行する事柄 

 

① ７年一貫教育として低学年から継続的に実践的技術を習得することができる 

② 高度な専門分野の実践的技術を習得することができる 

 

身に付く知識・能力 

 

(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 

(d) の知識と能力のうち，ここでは次の（3）を身につけることができます。 

 

(3) 有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分子化学，材料化

学，電気化学，光化学，界面化学，薬化学，生化学，環境化学，

エネルギー化学，分離工学，反応工学，プロセスシステム工学な

ど化学に関する分野の内の４分野以上に関する専門基礎知識，実

験技術，およびそれらを問題解決に利用できる能力 

 

     (i) チームで仕事をするための能力 
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次の①～③を遂行することによって，下記の (d)を身につけることができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(D) 地域貢献や発展を目指した，新素材・バイオ・環境保全などに関す

る専門応用知識 

遂行する事柄 

 

① 新素材に関する知識や技術を習得することができる 

② 生物工学に関する知識や技術を習得することができる 

③ 環境工学に関する知識や技術を習得することができる 

 

身に付く知識・能力 

 

 (d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 

(d)の知識と能力のうち，特に次の(3)を身につけることができます。 

 

(3) 有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分子化学，材料化学，

電気化学，光化学，界面化学，薬化学，生化学，環境化学，エネルギ

ー化学，分離工学，反応工学，プロセスシステム工学など化学に関す

る分野の内の４分野以上に関する専門基礎知識，実験技術，およびそ

れらを問題解決に利用できる能力 
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次の①～⑤を遂行することによって，下記の(f)を身につけることができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(E) 世界に飛躍するために必要な基礎的語学力やコミュニケーション能

力 

遂行する事柄 

 

① 日本語の記述方法・表現能力の基礎を通じてそのプレゼンテーション能力やコミ

ュニケーション能力を身につけることができる 

② 基礎的な英語表現能力から専門の英語文献講読のための英語基礎構造を理解で

きる 

③ 「聞く」，「読む」の技能に重点をおいて TOEIC テストに対応できる実践的な英語

能力を身につけることができる 

④ 「話す」，「聞く」に焦点をあてた英語によるコミュニケーション能力を身につけ

ることができる 

⑤ いろいろな言語とその文化・社会について広い視野から触れ，国際的に通用する

視点を持つことができる 

 

身に付く知識・能力 

 

 (f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション

能力および国際的に通用するコミュニケーション基礎能力 
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３．豊かな創造力と行動力（技術者能力） 

 

 

 

 

 

次の①～③を遂行することによって，下記の(d), (e), (g), (h), (i)を身につけることができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遂行する事柄 

① 物質工学に関する専門的知識と実践的技術を自主的，計画的，継続的に学習できる

能力を身につけることができる 

② 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，その成果をまとめる能力を身につける

ことができる 

③ 基本的な専門知識と実践的技術を社会が要求する学術研究課題や技術的諸問題の

解決に利用できる応用能力，デザイン能力，マネージメント能力，チーム能力を身

につけることができる 

(F) 豊かな創造力を持ち技術的諸問題を主体的に解決する能力と技術者と

して地域社会へ積極的に貢献する行動力 

身に付く知識・能力 

 

(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 

  (d)の知識と能力のうち，特に次の(4)を身につけることができます。 

（4）有機化学，無機化学，物理化学，分析化学，高分子化学，材料化学，電気化

学，光化学，界面化学，薬化学，生化学，環境化学，エネルギー化学，分離

工学，反応工学，プロセスシステム工学など化学に関する分野の内の１分野

以上に関する専門知識，およびそれらを経済性・安全性・信頼性・社会およ

び環境への影響を考慮しながら問題解決に利用できる応用能力，デザイン能

力，マネージメント能力 

 (e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン

能力 

(g) 自主的，継続的に学習できる能力 

 (h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力 

(i) チームで仕事をするための能力 
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図２ 学習・教育到達目標 

 

 

1.3 履修対象者 

  本校専攻科の物質工学専攻への入学者全員が原則としてプログラム履修者となります。 

 

  ただし，本校の物質工学科以外の高等教育機関等からの入学者に対しては，以下の資格審査と支

援を行い，専攻科修了生全員を本教育プログラム修了者とするための教育を行います。 

(1) 該当する入学生が卒業した高等教育機関のカリキュラムとシラバスを高知高専本科のものと

比較・照査して，本教育プログラムの学習・教育到達目標の評価に必要な修得単位との対応関係

と学習保証時間を審査して，その達成レベルを評価します。 

(2) 必要に応じて，面接，筆記試験，口頭試問などにより各学習・教育到達目標の達成レベルを確

認し，本科の授業科目の受講やその他の補講等を行い，達成基準に到達できるよう支援します。 

上記の資格審査と支援の結果，該当する入学生が修了要件の第一項に記載されている「本校の物質

工学科を卒業していること」（1.6 修了要件参照）を満足するか否かの判定は，物質工学専攻会議にお

いて厳正に行います。 

 

1.4 履修科目 

本教育プログラムの各学習・教育到達目標に基づく授業科目を表２に示し，学習・教育到達目標を

達成するために必要な授業科目の流れを表３に示します。また，各授業科目の JABEE 基準 1(2)の(a)

～(i)との対応について表４に示します。 

 

基本的人格と

社会的責任 

（技術者倫理）

７年一貫・ 

早期・実践教育

基礎的技術の 

修得と活用 

（技術者知識）

豊かな 

創造力と行動力

（技術者能力）
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1.5 評価方法と評価基準 

本教育プログラムの学習・教育到達目標の達成度は，表５の評価方法と評価基準により評価されま

す。 

 

表５ 学習・教育到達目標の達成度の評価方法と評価基準 

学習・教育到達目標 評 価 方 法 評価基準 

（Ａ） 
人間生活と自然環境との

調和の重要性を理解し，社

会に対して責任を持つこと

のできる風格高い人間・技

術者 

表２～４に示す当該学習・教育到達目標に関する各科目の評価

方法は、シラバスに示す通りである。 

 各科目は、試験・提出物・発表等及び平素の学習状況を総合的

に考慮して評価し、本科科目は学年成績が教務内規の成績区分

Ⅰの５段階法で３以上を合格とし、専攻科科目は学期末成績が

100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

表２～４に示す当該学

習・教育到達目標に関

連した科目において、受

講可能な最大科目数の

２分の１以上の科目の

単位取得を評価基準と

する。ただし、「技術者倫

理」を含むこと。 
（Ｂ） 
早期一貫教育による数学，

自然科学，情報技術や化

学及び生物に関する専門

基礎知識 

 

表２～４に示す当該学習・教育到達目標に関する各科目の評価

方法は、シラバスに示す通りである。 

各科目は、試験・提出物・発表等及び平素の学習状況を総合的

に考慮して評価し、本科科目は学年成績が教務内規の成績区分

Ⅰの５段階法で３以上を合格とし、専攻科科目は学期末成績が

100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

表２～４に示す当該学

習・教育到達目標に関

連した科目において、全

科目数の３分の２以上

の科目の単位取得を評

価基準とする。 

（Ｃ） 
実験・実習を重視した実践

的技術 

 

表２～４に示す当該学習・教育到達目標に関する各科目の評価

方法は、シラバスに示す通りである。 

各科目は、試験・提出物・発表等及び平素の学習状況を総合的

に考慮して評価し、本科科目は学年成績が教務内規の成績区分

Ⅰの５段階法で３以上を合格とし、専攻科科目は学期末成績が

100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

表２～４に示す当該学

習・教育到達目標に関

連したすべての科目の

単位取得を評価基準と

する。 

（Ｄ） 
地域貢献や発展を目指し

た，新素材・バイオ・環境保

全などに関する専門応用

知識 

 

表２～４に示す当該学習・教育到達目標に関する各科目の評価

方法は、シラバスに示す通りである。 

各科目は、試験・提出物・発表等及び平素の学習状況を総合的

に考慮して評価し、本科科目は学年成績が教務内規の成績区分

Ⅰの５段階法で３以上を合格とし、専攻科科目は学期末成績が

100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

表２～４に示す当該学

習・教育到達目標に関

連した科目において、全

科目数の３分の２以上

の科目の単位取得を評

価基準とする。ただし、

「技術者倫理」を含むこ

と。 
（Ｅ） 
世界に飛躍するために必

要な基礎的語学力やコミュ

ニケーション能力 

 

表２～４に示す当該学習・教育到達目標に関する各科目の評価

方法は、シラバスに示す通りである。 

各科目は、試験・提出物・発表等及び平素の学習状況を総合的

に考慮して評価し、本科科目は学年成績が教務内規の成績区分

Ⅰの５段階法で３以上を合格とし、専攻科科目は学期末成績が

100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

表２～４に示す当該学

習・教育到達目標に関

連した科目において、全

科目数の２分の１以上

の科目の単位取得を評

価基準とする。ただし、

「技術者倫理」を含むこ

と。 
（Ｆ） 
豊かな創造力を持ち技術

的諸問題を主体的に解決

する能力と，技術者として

地域社会へ積極的に貢献

する行動力 

 

表２～４に示す当該学習・教育到達目標に関する各科目の評価

方法は、シラバスに示す通りである。 

各科目は、試験・提出物・発表等及び平素の学習状況を総合的

に考慮して評価し、本科科目は学年成績が教務内規の成績区分

Ⅰの５段階法で３以上を合格とし、専攻科科目は学期末成績が

100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

 「校外実習」は実施要項に基づき合否で評価する。 

 「卒業研究」と「特別研究」は、研究に対する取り組み方、研究

の成果、発表の方法・内容、出欠状況等を総合的に考慮し、審査

表に基づく審査により、合否で評価する。 

表２～４に示す当該学

習・教育到達目標に関

連したすべての科目の

単位取得を評価基準と

する。 
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1.6 修了要件 

JABEE 対応教育プログラム「物質工学」の修了要件は，次の３項目です。本教育プロ 

グラムは，全ての学習・教育到達目標を「高知高専の物質工学科を卒業後，物質工学専攻に 

入学（この時点でプログラム履修生として登録される），同専攻を修了して，大学改革支援・ 

学位授与機構から学位を授与される」ことにより達成できるように設計されています。 

 

1. 物質工学科を卒業していること 

2. 他の高等教育機関等からの専攻科入学生の場合は，高知高専・物質工学科卒業に相当

すると認定されること 

3. 物質工学専攻を修了していること 

4. 学士（工学）の学位（大学改革支援・学位授与機構による）を取得していること 

 

本教育プログラムの修了判定は，物質工学専攻会議において行われます。 
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2. 日本技術者教育認定機構（JABEE）について 

図３は、小・中学校の後、高専本科・専攻科を経て、一部の学生は大学や大学院を経て、技術者と

して社会へ出るまでの道のりを示しています。これらの過程において高専本科・専攻科で受ける高等

教育・技術者教育が、社会に出てからどのように役に立っているのか，あるいは、社会が要求してい

る技術者として教育されているかどうかを日本技術者認定機構（JABEE）が審査し、要求水準を満た

している教育プログラム（教育目標、教育内容、教育施設など）を認定する制度が、日本技術者教育

認定制度です。  

 

図３ 技術者への道のり  

 

 2001 年 4 月から施行された新しい技術士制度では、図４に示すように JABEE 認定教育プログラム

修了者に対し、技術士第一次試験が免除されます。また、技術士には継続教育を受けることで国際的

な技術者資格への道が開かれました。したがって、JABEE 認定教育プログラム修了者は修習技術者

程度の技術者教育レベルを身につけておく必要があります。  

 

 

図４ JABEE 認定教育プログラム修了者の修習技術者への道  
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 1989 年に米英など 6 ヶ国によって技術者教育の質的保証の同等生を相互承認する国際協定（ワシ

ントン協定）が締結され、それに 2005 年からアジアおよび非英語圏国として初めて加盟を果たし、

JABEE 認定教育プログラムが国際的技術者教育として認定されています。  

高知高専が技術者教育認定を受けることで、社会に対して社会の要求水準を満たした修了生を送

り出していることが社会的に保障されることになります。したがって、修了生に対して所定の技術者

教育レベルが保障されているため、就職にも有利になるものと考えられます。 

詳細はホームページ http://www.jabee.org/ を参照してください。 
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平成   年   月   日 

 

 

ＪＡＢＥＥ対応教育プログラム  

「  物質工学  」  履  修  者  登  録  願  

 

 

高知工業高等専門学校長 殿 

 

 

 

ＪＡＢＥＥ対応教育プログラム「物質工学」履修の手引きに記載された事項を理解し

た上で，教育プログラム「物質工学」の履修者として登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                物質工学専攻  

入学年度  平成    年度 

氏  名                印 

 

 


